














キッズマウンテンバイクに ���� な７要素 をご紹介します！

自転車に乗るには 「バランス」 と 「ペダリング」 の両方を同

時に行う必要があります。 これらを一度に習得するのは難しい

ので、 「キックバイクモード」 と 「自転車モード」 それぞれの

個別練習が理想。 子どもの上達度や気分に合わせて素早

くモードを切り替えることが重要なんです。 これを可能

にしたのが 「ヘンシンスイッチ」。 ペダルとクランクの取り

外しにより 5 秒でモード切り替えることが可能となりました。 ワン

タッチでつけ外しができますが、 引張強度７００ｋｇ以上なので

安心してお使いいただけます！

軽量化と同時に強度 ・ 耐久性 ・ 剛性も重視します。 子どもの力や体格を考

慮し、 車体は極限まで軽量化。 一方、 オフロード走行に必要な強度と

耐久性を保つため 6061 アルミフレームとフォークを専用設計。

ガセット追加で剛性アップ。 JIS 基準  を大きく超える、 独自の高い耐

振性試験 21 万回もクリア。 さらにタイヤは YAMANEKO BIKE 専用トレッ

ドパターンとケーシング   により性能 UP と軽量化を実現しています。 この他

にも、ハンドルバー、クランク、ステムなどアルミ採用で最軽量級の完成です。

①練習のハードルを下げ、 子どものやる気を維持させること①練習のハードルを下げ、 子どものやる気を維持させること

③握りやすく操作しやすいブレーキ③握りやすく操作しやすいブレーキ

子どもの手の大きさと握力を考慮し、 細身のハンドルバーとオリジ

ナルグリップを採用しました。 さらに操作性と制動力を考え、 専用

開発した V ブレーキユニットも採用。 これにより子どもでも簡単

に操作でき、 緊急時にも確実に止まれる安心感を提供。 これが自転

車の楽しさを伝える一助となります。

※1　JIS D９４０１ フレーム耐振性試験条件４万回の５.２ 倍

※2　タイヤの " 骨組み " となる繊維レイヤー 16:280g/18:300g 軽量化 

※1

※2

②軽量化で扱いやすくすることと、 高い堅牢性②軽量化で扱いやすくすることと、 高い堅牢性

７要素



自転車は低速時に不安定になり易く、 特に子どもはその影響を受けやすいのです。

そこで、 低速時の安定性を高めるため、 幅 「2.125"」 の太いタイヤを採用し

ました。 これによりタイヤのエアーボリュームが増え、 路面からの振動をより効果的

に吸収できるようになりました。 これは特に子どもの自転車乗り始めに役立ちます。

子どもが自転車に乗る際の最大の課題、「ゼロ発進 」を解決。 子

どもの体格に合わせたオリジナルクランクを開発し、 パワーロス

を防ぎ、 踏み込む力を効率よく伝えることが可能に。 さらにサイズごとに

子どもの脚力に合わせた最適なギア比を設定。 これらにより、 子ど

もでも楽にペダリングでき、 安定した走行が可能に。 オフロードでも大き

な利点をもたらします。

⑦低スタンドオーバーハイト と低重心

④漕ぎだしの軽さ④漕ぎだしの軽さ

⑤安定性とクッション性⑤安定性とクッション性

⑥カッコよさと安全性⑥カッコよさと安全性

⑦低スタンドオーバーハイト と低重心

安全性とデザイン性を両立しつつ、 軽量化を追求する必要があるキッズマウン

テンバイクの設計では不要な部品を削除することは有効です。 しかし指や衣

類が巻き込まれる事故を避けるためには 「チェーンケース」 は外せない結

論に至りました。 重量を最小限に留めることとデザイン上スポーティーにすること

の両立を目指し、 「セキュアスポーツケース」 をオリジナル設計しました。

子どもが自転車に乗った際、 上手くブレーキ操作ができずサドルから降りて両足を

地面について止まろうとする動作が見られます。 これらの行動特性を考慮し、 足つ

きの良さを考え、 子どもの股下寸法に合わせ、 低いスタンドオーバーハイトで

のフレーム設計をしました。 このことは、 子どもに安心感を与えるだけでなく、 低

重心化につながり、 走行安定性も向上し、 オフロード走行時の大きな利点と

なりました。

※地面からトップチューブまでの寸法。 自転車購入時の足つき性の指標。

※止まった状態からのスタート。
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